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研究成果の概要(和文): 

東京方言のピッチアクセントの産出と知覚にずれが生じる要因を探るために、まずは、ピッチ

アクセントに基本周波数以外の音声特徴があるかどうかを調べた。平板型と尾高型の最小対で、

親密度の高い単語をデータベースで網羅的に検索し、それらの語末モーラの母音に無声化が起

こる割合や、時間長を計測したところ、 2つのアクセント型に有意差は見られなかった。現在

は、基本周波数や時間長以外にアクセントを示唆する特徴があるかどうかを検証する知覚実験

を進めている。

研究成果の概要(英文): 

This research investigated if Tokyo-Japanese pitch accent has an acoustic cue other than 

the fundamental frequency (=FO). Minimal pairs of final-accented and unaccented words 

that had relatively high familiarity ratings were identified using a database. The two 

types of words did not differ reliably in terms of the frequencies of the complete vowel 

devoicing or the durations of the word-final moras. A perception study that examines an 

acoustic correlate of accent other than the FO and duration is currently underway. 
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l.研究開始当初の背景

日本語のピッチアクセントの研究において

は、尾高型と平板型の単語が音声的に同じな

のか異なるのか、古くから議論されている。

しかしそれらの研究では、ごく少数の最小対

から得られたデータをもとにアクセン トの

性質について述べられていることが多く、研

究結果は特定の語棄にのみ当てはまること

なのか、それとも日本語全般に当てはまるこ

となのか分からなかった。そこで、自身の直

近の研究では、日本語ピッチアクセントの性

質についてより一般的な見解を得るため、デ

ータベース『日本語の語葉特性s(三省堂)

を用いて 2モーラから成る、尾高型と平板型

の最小対を網羅的に検索した。また、単語の

親密度は発音や聞き取りに影響を与えるこ

とが分かつているので、親密度が比較的に高

い単語 (7を最も高い親密度とし、 7段階評価

で 5以上だ、ったもの)のみを選んだところ、

20組の最小対が見つかった。それらの単語を

用いて発話実験と聴覚実験を実施した。その

結果、尾高型と平板型を単語だけで単独発話

した場合には、両者の発音に統計的な有意差

は見られなかった。一方、尾高型と平板型の

単語を①「彼はーと言った。」のようなキャ

リア文に埋め込んで発音した場合には、ター

ゲット語の語末から後続する助詞にかけて

の基本周波数(FO)の下降が、平板型よりも尾

高型の方が大きいだ、けでなく、単語内での FO

の動きも平板型より尾高型の方が大きく 、両

者では単語そのものの発音も異なることが

分かった。そこで、上の①の文を発した音声

から尾高型と平板型の単語の部分だけを切

り取り 、単語内に現れる FOの違いのみを使

って単語を聞き分けられるかどうか調べる

聴覚実験を行ったところ、被験者の正解率は

チャンスレベルでしかなかった。さらに、単

語と後続する助詞を一緒に切り取った音声

を提示してみても、聞き手の正解率は 70パ

ーセントと高いものではなかった。 これらの

実験結果は、ことばの産出と知覚には食い違

いがあり、物理的に存在する音響差が必ずし

も聞き手に利用 されているわけではないこ

とを示している。

2.研究の目的

本研究は、日本語ピッチアクセン トの産出と

知覚にずれが起こるしくみを解明すること

により、日本語ピッチアクセン トの性質を詳

らかにすることにある。世界の言語は韻律特

徴によって、英語のようなス トレス言語と中

国語のような声調言語に大別される。しかし、

日本語は両方の特徴を持つため、分類の際に

問題となる。分類が難しいとされる日本語の

韻律特徴について新しい知見を得ることは、

諸言語の韻律タイプの類型化をより精練な

ものにすることに寄与し、ひいては人間言語

にどのような韻律体系があり得るのかを考

える重要な手がかりとなる。

3.研究の方法

上の研究目的を果たすため、次のことを検証

した。

(l)アクセントが音の時間長に与える影響

これまでの日本語音声に関する研究より、

ピッチアクセントの第一義的な手掛かり








